第81回松本歯科大学学会（例会） by unknown
松本歯学　41⑵　2015234
第81回松本歯科大学学会（例会）









⃝荒井　敦1，山田一尋1，宇田川信之2，高橋直之3，Wang, Cun–Yu4, Kim, Reuben4
1︵ 松本歯大・歯科矯正），2（松本歯大・口腔生化），
3（松本歯大・総歯研・機能解析），





















⃝荒井　敦1，山田一尋1，宇田川信之2，高橋直之3，Wang, Cun–Yu4, Kim, Reuben4
1︵ 松本歯大・歯科矯正），2（松本歯大・口腔生化），
3（松本歯大・総歯研・機能解析），









ムの主要成分の一つである LC 3 Bの発現を増加させた．② Autophagy活性の初期段階に必要とされ
る Beclin 1 の発現についても解析したところ，RANKL刺激によりその発現が上昇した．さらに，Mφ
の細胞株である Raw 264.₇細胞に Beclin 1 を過剰発現させ，破骨細胞分化能について調べた結果，通常
の細胞と比較し破骨細胞数は増加した．次に，RANKL刺激による Beclin 1 の発現上昇のメカニズム
についての解析を行なった．③ RANKL刺激により Beclin 1 への Ubiquitinチェーンの結合量が上昇
した．さらに，Beclin 1 の上流でその活性を誘導するとされる TRAF 6 をノックダウンしたところ，
Beclin 1 と ubiquitinの結合量は増加しなかった．④ Beclin 1 の Ubiquitin結合部位である K11₇を
ミューテーションした細胞を作成し，RANKL添加による破骨細胞分化能を解析したところ，破骨細胞
数は減少していた．
 【考察】今回の結果より，RANKL刺激による Autophagyの活性化は，TRAF 6 により誘導された Be-










































・MID 0.05mg/kg投与 2分後 ・MID 0.05mg/kg投与下での CPT実施中
・MID 0.0₇5mg/kg投与 2分後・MID 0.0₇5mg/kg投与下での CPT実施中
　また BIS値と，Mackenzieの鎮静スコアをMID 0.05mg/kgと0.0₇5mg/kg投与下の CPTの直前に記
録した．
【結果】CPTにより血圧，心拍数，SBP–LFは有意に上昇した．MID 0.05mg/kg投与下は，CPTによ
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